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◆２４年度実施内容

下水道管未整備路線は、公共用地境界が確定した時、マンホールポンプはポンプの維持管

理を省くため、上流家屋が接続する時に速やかに設置する。工事費については、上流部の

接続申請がないため施工できなかった。

事務従事職員は、未接続家屋に対する戸別訪問（普及促進）を１０月に実施している。

◆２５年度直接の経費　　農業集落排水建設費

　民家等の早期接続により、地域環境保全と事業会計の健全な経営が求められる。生活雑

排水の増大と排出成分による水質悪化により、取水した用水による水穂の減収や農作物の

生育障害の発生に伴い、地域住民からの環境改善要望により生活環境改善、農業用水の

水質保全を目的としている。
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◆２５年度直接の経費　　農業集落排水建設費

　管路施設工事費：4,000千円

【その他財源の内容】

　農業集落排水事業受益者分担金

　一般会計繰入金

その他財源
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正職員

一般財源

従事者数

対前年比

0

費用合計

従事者数

その他職員

有

人件費

費

用

受益者分担金　296,000円(接続1件当り)
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達成状況

下水施設で管渠は97％、マンホールポンプは80％完成している。接続率は年々増加

しているが、残り下水施設の整備は接続意思確認後でしか工事施工できないため、

毎年予算化する必要がある。
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現在、農業集落排水に未接続な世帯は、毎年訪問または書面にて接続の必要性と

費用補助について説明をしているが、年間接続数は数件である。地元の事業である

ので、関係区と行政と指定工事店との連絡強化、情報共有を図りたい。
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の改善案

接続希望に伴い管路新設、ポンプ設置なので、個別訪問の回数を年1回から2回に増

やすことを検討する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

マンホールポンプ対象者に対して個別訪問を行い、施工意思の確認と時期を確認す

る。

接続率１００%で事業目的の地域環境保全と処理場の完全稼動が達成される。よっ

て、事業を縮小したときは、既接続者に対する説明ができないし、処理場が過大施設

となる。
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影響

農政課より事業を引き継いだが、事業が完了していないため。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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直し内容（新規追
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減事項等）


